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燃料高騰 アイドリング時間を短く、省燃費運転

「ただいま」を・・・会社も家族も待っています

事故ゼロは、私達の誇りです

ハンドルを握る手には 人の命がかかっている

安全第一 スピード 車間距離 スマホ見ない 前を見る

凍結路面
スピードを落とし、車間距離をとり、急ハンドルを控えましょう

雪の少ない初冬期ですが
今は、すでに冬道です

一部が路面凍結しており、スリップ事故も発生しています
直ちに、冬型運転を始めましょう

《薄暮・夜間の事故防止》
日没の前後１時間 交通死亡事故が多発

日没時間が早くなりました
まだ、買物や帰宅など、

人が動いている時間帯に暗くなります

運送業の労災、とにかく多い、「転倒・転落・挟まれ」

見直そう 「慣れ」の運転・ 「慣れ」の作業

「朝日がまぶしくて前が見えなかった」
道路脇に止まっていた軽トラックに、ワゴン車が追突

軽トラックのそばにいたの高齢男性大けが
２０２１／１２／９（木） １２：１８

９日午前７時半ごろ、山口県の市道で、道路脇に止まっていた軽トラックに走行中のワゴン車が追突しました
。この事故で、軽トラックのそばにいた軽トラックの所有者の７３歳の男性が頭などを強く打ち大けがをしました
。警察によりますと意識はあるものの骨折しているということです。ワゴン車を運転していた４９歳の男性会社員
は「朝日がまぶしくて前が見えなかった」と話しているということです。

午前7時 交差点 歩いていた57歳女性
軽乗用車にはねられ死亡
軽乗用車の男性を逮捕

現場に信号や横断歩道はなかった
◇『早朝』 信号や横断歩道のない場所・・・『渡ってくるかもしれない』、要注意◇

２０２１／１２／８（水） １９：３０
８日午前６時４０分ごろ、兵庫県の市道交差点で、歩いていた近くの女性（５７）が軽乗用車にはねられ、頭な

どを打って死亡した。警察は自動車運転処罰法違反（過失傷害）の疑いで、車を運転していた会社員の男性（４２
）を現行犯逮捕した。容疑を過失致死に切り替えて調べる。同署によると、現場に信号や横断歩道はなかった。

午後5時 交差点付近
軽ワゴン車にはねられ、女性が意識不明の重体

事故当時あたりは暗かった
◇夜間は、横断中の歩行者を見落としやすくなります◇

◇「夜間」・・・ヘッドライトをこまめに切り替え、遠目ライトで早期発見 事故防止◇
２０２１／１２／９（木） １２：１１

８日午後５時すぎ、青森県の県道で近くに住む会社員の女性（７４）が直進してきた軽ワゴン車にはねられまし
た。この事故で女性は腰などを強く打ち病院に運ばれましたが意識不明の重体となっています。警察によります
と現場は片側１車線の交差点付近で事故当時あたりは暗かったということです。警察は軽ワゴン車を運転してい
た３６歳の男性から話を聞くなどして事故の原因を詳しく調べています。


